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平成16年度会務中間報告 

 

平成16年度日本弁理士クラブ事業計画 

Ⅰ．標 語 

“弁理士新時代を迎えて、一致団結の下、

変えよう日弁！” 

幹事長 筒 井 大 和 

Ⅱ．組織及び運営 

１．総 会 

  定時総会 ２回 

（①平成16年５月12日、 

 ②平成16年12月または平成17年１月） 

  臨時総会（平成16年７月10日） 

２．例 会 

  随時（第１回例会：平成16年５月12日） 

  総会対策例会の開催 

３．幹事会 

  定例幹事会（各月第１水曜日 18:00～） 

  正副幹事長会（原則として定例幹事会の前に行う） 

  その他随時 

 

Ⅲ．活 動 

１．相談役・常任相談役の選任 

２．相談役・常任相談役会の開催 

３．日弁クラブ委員会の委員選任・諮問事項の決定 

４．日弁クラブ人事の調整・決定 

５．日本弁理士会委員会委員の推薦 

６．行事の企画・立案・実行 

７．総会・例会の開催と運営 

８．日本弁理士会との連係・協議・調整 

９．会内各派との連係・協議・調整 

10．会外団体との連係・協議・調整 

11．その他 

 

Ⅳ．委員会活動 

１．政策委員会 

① 知的財産権制度改革推進に関する検討と対応 

② 知財人材の育成のあり方に関する検討 

③ 弁理士１万人時代の到来に対する対応策の検

討 

④ 日弁内会派間の連係強化策の検討と対応 

⑤ 日弁会員増強への具体的方策の検討と対応 

⑥ 日本弁理士会役員制度および組織（支部制度

等）の検討と対応 

⑦ 日本弁理士会役員選挙制度・運用の問題点の

検討と対応 

⑧ 日本弁理士会の正副会長会からの検討依頼事

項への対応 

⑨ その他 

２．協議委員会 

① 平成17年度日本弁理士会役員選挙についての

対応 

② 常議員会の正副議長並びに監事会の正副監事

長の推薦 

③ 日弁推薦の日本弁理士会役員に関する選挙規

則の検討・制定 

３．規約委員会 

① 日弁規約の検討と必要な場合における改正案

の作成 

② 日弁規約のＰＲ 

４．会報委員会 

① 会報の発行 

② ホームページ委員会への情報提供 

５．ホームページ委員会 

① 日弁ホームページの維持強化・管理 

② 会報委員会との連係 

③ 日弁活動の広報 

６．研修委員会 

① 一般会員研修の企画・立案・実行 

② 能力担保研修用の研修・答練の企画・立案・

実行 
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Ⅴ．その他の活動 

 三派協議会（本年度は日弁旅行会では三派協議は

行わず、必要であれば、旅行会とは別個に行う。） 

 西日本との交流会の開催、連合との関係のあり方

の検討 

 

Ⅵ．行 事 

１．旅行会（平成16年７月10日～11日 箱根湯本「吉

池旅館」TEL 0460-5-5711 

 （西日本・連合の招待）（日本弁理士会正副会長の

招待） 

２．ゴルフ大会（平成16年７月11日）・於小田原湯本

カントリークラブ 

３．テニス大会（平成16年11月） 

４．ボーリング大会（平成16年12月） 

５．日本弁理士会役員選挙当選祝賀会（平成16年12

月） 

６．第２回定時総会《新幹事長紹介》（平成16年12

月または平成17年１月） 

７．新年会（平成17年１月18日）於東商スカイルーム 

８．研修会（未定：随時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    組 織 と 活 動 

副幹事長 水 野 勝 文 

Ⅰ．日弁役員 

１．幹事会の構成 

 幹 事 長 筒井 大和（無名） 

 副幹事長 井出 正威（ＰＡ） 

      奥山 尚一（春秋） 

      伊丹  勝（南甲） 

      水野 勝文（無名） 

      高橋 英樹（稲門） 

幹  事 

 （ＰＡ）市原 政喜  藤谷 史朗 

 （春秋）岩永 和久  高橋 佳大 

 （南甲）鈴木 典行  石橋 良規 

 （無名）鮫島 信重  土井 健二 

 （稲門）林  秀男  貝塚 亮平 

会計監事 

 奈良 泰男（南甲） 津久井照保（無名） 

２．各委員会の構成 

［政策委員会］ （担当副幹事長 伊丹  勝） 

 政策委員長  （南甲）久保  司 

副委員長 

（ＰＡ）渡邊 敬介 （春秋）  西島 孝喜 

（南甲）真田  有 （無名）  黒川  恵 

（稲門）三好 秀和  

委  員 

（ＰＡ）浅村  皓 小池 寛治 三上  結 

    村木 清司 谷  義一 狩野  彰 

    大西 正悟 足立  泉 

（春秋）有原 幸一 橋本  清 澤木 紀一 

    近藤 直樹 

（南甲）樺澤  聡 松田 治躬 河野  哲 

    向山 正一 川井  隆 田村  爾 

（無名）和田 成則 八木 秀人 吉岡 宏嗣 

（稲門）近島 一夫 尾崎 光三 

［協議委員会］ （担当副幹事長 奥山 尚一） 

 協議委員長  （春秋）竹内 三郎 

副委員長 

（ＰＡ）福田 伸一 
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（春秋）小山 輝晃 

（南甲）竹下 和夫 

（無名）峯  唯夫 

（稲門）杉村 純子 

委  員 

（ＰＡ）小池 寛治 松田 嘉夫 押本 泰彦  

本多 一郎 

（春秋）伊藤 高英 橋本  清 長濱 範明 

（南甲）藤沢 則昭 丸山 幸雄 蔵田 昌俊   

（無名）亀川 義示 高橋 俊一 

（稲門）西村 公芳 榎本 英俊 

［研修委員会］（担当副幹事長 伊丹 勝） 

 研修委員長  （南甲）樺澤  聡 

 副委員長 

  （ＰＡ）中山 健一 

  （南甲）千且 和也 

 委  員 

  （ＰＡ）泉  克文 小林 生央 松井 伸一 

  （春秋）川田 秀美 青木 博昭 

  （南甲）中村  猛 

  （無名）鈴木 一永 小川 英宣 

［規約委員会］（担当副幹事長 高橋 英樹） 

 規約委員長 （稲門）飯塚 義仁 

 副委員長 

  （ＰＡ）関  正治 

  （南甲）藤沢 則昭 

  （春秋）打揚 洋次 

 委  員 

  （ＰＡ）市原 政喜 

  （春秋）小塚 敏紀 

  （南甲）須田 浩史 

  （無名）西  良久 

［会報委員会］（担当副幹事長  井出 正威） 

 会報委員長  （無名）須藤 雄一 

 副委員長 

  （ＰＡ）萩原 康司 

  （春秋）  青谷 一雄 

  （南甲）  金本 哲男 

  （無名）  小塚 善高 

  委  員 

  （ＰＡ）岡田 英子 

  （春秋）井川 靖之 

  （南甲）山田 哲也 

  （無名）筒井 章子 

［ＨＰ委員会］（担当副幹事長  井出 正威） 

 ＨＰ委員長  （ＰＡ）  西岡 邦昭 

 副委員長 

  （ＰＡ）窪田 郁大 

  （春秋）辻田 幸史 

  （南甲）中村  猛 

 委  員 

  （ＰＡ）黒川 朋也 

  （春秋）有原 幸一 

  （南甲）中村  仁 小川 嘉英 

  （無名）石田 昌彦 

［役員選出懇談会］ 

 （なし） 

３．相談役会（担当副幹事長 高橋 英樹） 

相 談 役 

秋沢 政光 浅村  皓 石山  博   

市川 理吉 稲木 次之 井上 重三   

岡部 正夫 奥山 尚男 樺澤  襄   

北村 欣一 幸田 全弘 小山 欽造   

笹島富二雄 佐田 守雄 佐藤 一雄 

佐藤 辰彦 篠原 泰司 下坂スミ子   

鈴江 武彦 鈴木 正次 高橋 三雄 

瀧野 秀雄 竹内 三郎 田中 正治   

谷  義一 野本 陽一 波多野 久   

村木 清司 

常任相談役 

浅村  皓 稲木 次之 幸田 全弘   

鈴木 正次 竹内 三郎 

 

Ⅱ．日弁所属の日本弁理士会役員 

１．正副会長会 

会  長 

副 会 長 佐藤 辰彦（春秋） 

       丸島 儀一（稲門） 

       浅賀 一樹（南甲） 

       福田 賢三（ＰＡ） 
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       杉本 ゆみ子（春秋） 

２．常議員会（◎＝議長 ○＝副議長） 

 （ＰＡ） 

 １年度 井上 義雄 馬場 玄武   

  越智 隆夫 河合 千明   

  福島 弘薫 

 ２年度 狩野  彰 小林 純子   

  中山 健一 

 （春秋） 

 １年度 篠原 泰司 紺野 昭男   

  澤木 紀一 正林 真之 

 ２年度 佐藤 一雄 有原 幸一   

  橋本  清 中村 修身 

 （南甲） 

 １年度 樺澤  襄 蔵田 昌俊   

 ２年度 松田 治躬 鈴木 正剛   

  恩田  誠 

 （無名） 

 １年度 和田 成則 高松 俊雄   

 ２年度 江崎 光史  

 （稲門） 

 １年度 ○中村  稔 

 ２年度 高久浩一郎 

３．監事会（◎＝監事長 ○＝副監事長） 

 １年度 増井 忠弐（ＰＡ） 

  堀   進（春秋） 

  梅村 莞爾（南甲） 

 ２年度 細井  勇（春秋） 

  ◎江原  望（ＰＡ） 

  川北 武長（南甲） 

 

平成16年度第１回総会 

（平成16年５月12日） 

承認事項 
 

(1) 平成15年度決算報告の承認を求める件 

 高橋担当副幹事長による説明，及び，会計監事

の書面による報告の後，採決の結果，賛成多数に

より可決 

(2) 平成16年度事業計画の承認を求める件 

 筒井幹事長による説明の後，賛成多数により可

決 

(3) 平成16年度予算の承認を求める件 

 高橋担当副幹事長による説明の後,採決の結果,

賛成多数により可決 

(4) 平成16年度日本弁理士会役員の推薦及び日弁役

員選任に関する件 

 幹事長一任とすることについて採決の結果，賛

成多数により可決 

（文責 副幹事長 井出 正威） 

 

 

     日本弁理士会研修報告 

研修担当副幹事長 伊 丹   勝 

 本年度も昨年度に引き続き、日本弁理士クラブ独

自の研修を下記の通り行いました。このうち特定侵

害訴訟代理業務試験研修は、今年は２回開催しまし

たが、それぞれ東京会場では200名を超える受講申し

込みがあり、名古屋会場でもそれぞれ40名及び30名

を超える受講申し込みがありました。受講者の試験

に臨む意気込みがひしひしと伝わってくる研修でし

た。大きな混乱もなく無事研修を終えることができ

ましたのも、ひとえに企画立案、受講申し込み受け

付け、配付資料のコピー、会場作り、受付手続など

で大変な労力を提供して頂きました樺澤研修委員長

始め研修委員会の先生方のたまものと、この場を借

りてお礼申し上げます。 

 本年度の研修委員会のメンバーは、次の通りです。 

 

  研修委員長 樺澤  聡 

  研修副委員長 千且 和也 

 中山 健一 

 向山 正一 

  委員 青木 博昭 

 泉  克文 

 伊藤 浩二 

 小川 英宣 

 川田 秀美 
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 小林 生央 

 鈴木 一永 

 中村  猛 

 松井 伸一 

 

１．旅行会の際の研修 

 日 時：７月10日（土） 午後４時～ 

 場 所：箱根湯本温泉 吉池 

 テーマ：「能力担保、受かる答案、受からない答案」 

 講 師：弁護士 窪田 英一郎 先生 

２．特定侵害訴訟代理業務試験研修（１回目） 

・東京会場 

日 時：８月４日、９月１日、９月８日の 

午後６時～９時 

会 場：弁理士会館 

講 師：弁護士 窪田 英一郎 先生 

内 容：第１回 ８月４日（水） 

  特許法関連模擬答練 

 第２回 ９月１日（水） 

   商標、不競法関連模擬答練 

 第３回 ９月８日（水） 

   小問、模擬答練結果の講評および 

  試験の際の注意点 

 

・名古屋会場 

日 時：８月19日の午後６時～７時、９月18日の

午後１：30～８：00 

会 場：安保ホール（第１回）、名古屋商工会会議

所（第２回） 

講 師：弁護士 佐尾 重久 先生 

内 容：第１回 ８月19日（木） 

   特許法関連模擬答練 

 第２回 ９月18日（土） 

   商標、不競法関連模擬答練、小問、 

  模擬答練結果の講評 

   および試験の際の注意点 

３．特定侵害訴訟代理業務試験研修（２回目） 

・東京会場 

日 時：９月28日、10月５日、10月13日の６時～

９時 

会 場：弁理士会館 

講 師：弁護士 窪田 英一郎 先生 

内 容：第１回 ９月28日（火） 

   特許法関連模擬答練 

 第２回 10月５日（火） 

   商標、不競法関連模擬答練 

 第３回 10月13日（水） 

   模擬答練結果の講評および試験の際 

  の注意点 

・名古屋会場 

日 時：10月７日の午後６時～９時 

会 場：日本弁理士会名古屋分室 

内 容：10月７日（木） 

   特許法関連模擬答練 

４．今後の予定 

 現在、新人向け研修及び実務の継続的な研修等を

計画中です。 
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     平成16年度日本弁理士 

     クラブ予算の紹介 

副幹事長 高 橋 英 樹 

 平成16年５月12日（水）に開催されました第１回

総会におきまして、下記の通り、平成16年度の予算

が承認されました。予算内容は、概ね例年通りです

が、前年度会計からの繰越金減少のため、昨年度に

比較して緊縮財政となっています。 

（単位：円） 

収入の部 (※PDF版は金額省略) 

前年度会計からの繰越金  

各クラブ分担金  

選対委員会残金  

利息  

合 計  

 

支出の部 (※PDF版は金額省略) 

例会・総会  

幹事会  

会報委員会  

協議委員会  

政策委員会  

規約委員会  

ＨＰ委員会  

研修委員会  

連絡協議会  

相談役会  

旅行会  

旅行会ゴルフ補助  

新年会  

ボーリング補助  

テニス補助  

庶務（含：慶弔費）  

渉外・交通  

幹事長渉外費  

予備費  

次年度活動準備費  

合 計      

 

 

      日本弁理士クラブ 
      政策委員会委員長として 

政策委員長 久 保   司 

本年、日本弁理士クラブの政策委員会委員長を拝

命いたしました久保でございます。この「日弁」の

紙面をお借り致しまして、ご挨拶と日頃から頂いて

いる御協力に対して御礼を申し上げます。 

日弁は、稲門弁理士クラブ、無名会、ＰＡ会、南

甲弁理士クラブおよび春秋会の各会員で構成され、

各会派に属する会員は自動的に日弁会員となる仕組

みになっています。 

50年余の永き歴史を有し、日本弁理士会に対し幾

多の有為な人材を輩出し、その運営の中心として貢

献して来ました。 

日本弁理士会内の最大組織として、これまでのよ

うに日本弁理士会を支える責務があり、政策委員会

もその活動の一環です。 

ところで、辞書には  

  せい‐さく【政策】 (policy)  

(1) 政治の方策。政略。  

(2) 政府・政党などの方策ないし施政の方針。  

（広辞苑第４版）  

とあります。 

ここで政府とは日本弁理士会であり、政党とは日

本弁理士クラブです。 

日弁の政策は、日本弁理士会の政策に関連するも

のと、日弁自体の会の運営に関連するものとに２分

できます。 

前者は、外向きのものであり、 

１．日本弁理士会の会務運営を責任を持ってバック

アップかつサポートすること 

２．知的財産・弁理士制度・役員制度等に関する政

策提言を行うこと 

であります。 

 後者は、内向きのものであり、 

３．将来の日本弁理士会を担うリーダーを発掘・育

成すること 

４．五会派相互の連係強化・融和を図ること 
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５．未組織会員の組織化を推進すること 

６．若手弁理士の育成・戦力化のための研修の充実

を図ること 

です。 

 先に後者について述べますと、昨今は、弁理士試

験合格者の急増に伴い弁理士数は急増していますが、

その反面、会派に属する弁理士数は減少しておりま

す。日弁を取り巻く状況も同様です。特に、若年層

の弁理士の会派離れは急速に進んでおり、このまま

では、近い将来の日弁、ひいては日本弁理士会の運

営に対しても、世代交代が危ぶまれます。 

 次に、前者について述べます。中身の問題はとも

かくとして、我々弁理士の仕事=職業についての政策

提言がその大部分です。ここで、感じていることを

少し述べます。 

 職業には、二つの範疇があります。その一つは、

profession、専門職業人であります。僧侶、医師、弁

護士、等がこれに当たります。我々弁理士も当然、

この範疇に入ります。 

 他の一つは、business、実業家であります。 

 発生史的にみて、中世ヨーロッパの13世紀末にお

いては、business は存在しません。影も形もありま

せん。当時は、完全な身分社会であり、奴隷を除い

て社会を構成する人々を機能的に三つの階層に分け

たのであります。一つは、外敵と『戦う階級』とし

て武士、貴族であり、他の一つは、ひたすら神に『祈

る階級』としての聖職者であり、最後に、『働く階級』

としての農民でありました。 

 これらの階級は、身分によって固定化されたもの

であり、他の階級に移ることは出来ませんでしたが、

唯一つ聖職者階級だけは、知性の練磨によって解放

された階級(open profession)とされ、誰でも勉強し

て知性を練磨すれば聖職者となることが出来たので

あります。 

 そして、当時の人々は、農耕とそれに付随する自

給自足体制、いわゆる荘園制度の枠組みの中で位置

づけられていましたので、職種もこの三種類で十分

でありました。 

 この時代の職業の主流は、聖職者を中心として学

問の分野に従事する profession であり、これらの職

業は、神様から与えられた客観原理をもって人々を

救うことをもって職業の第一義とするものであった

のでした。 

 ところが、やがて荘園内部の生産技術の発達から

余剰物資が出来るようになり、これを他の荘園の余

剰物資と物々交換をする仕事として、商人階級が生

れ、職人技術的生産の必要から職人階級が生まれ出

るに至ったのであります。 

 この商人階級は、その後、貨幣経済が発達するに

つれて、次第に財産を蓄積し、金融、保険、株式等

の制度の発達と共に経済的、社会的、政治的実力を

養い、今日の怒涛のような物流機構を支える偉大な

指導者は、皆 business、実業家によって占められる

に至ったのであります。したがって、職業を発生史

的に見ると、当初、影も形もなかった business が、

現在では profession にとって替って主流となったの

であります。 

 例えば、僧侶は、ただ単に仏の道を説きます。そ

れは、御布施を求めて仏の道を説くわけではありま

せん。人々に対する限りなき愛情をもって、人々の

悩みを救うために、ひたすら仏の道を説くのであり

ます。その結果、人々が感謝の気持をもって御布施

(honorarium)を差し出せば、感謝の気持をもってそ

れを受けとるのであって、それはあくまでも結果の

問題であります。その故にこそ、僧侶は、世の中か

ら尊敬と信頼をもって報いられるのであります。 

 これは宗教家に限ったことではありません。中世

ヨーロッパにおいて宗教から派生した法学、医学、

哲学、教育学皆然りであります。 

 これらの分野の職業は一括して profession と称さ

れ、利潤追求を第一義とする business と区別されま

す。したがって、宗教家をはじめ大学教授、弁護士、

医師等は、神様から与えられた客観原理をもって

人々を救済することを第一義とする職業であると考

えられているわけであります。我々弁理士もしかり

です。 

 profession の世界は、人を救うことが第一義であ

り、金を儲けることを目的にしていないので人間関

係が精算されないままに、常に人と人とが或るもの

によって因縁づけられている世界、色々な出会いが
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いつまでも尊重されて行く世界、そういう関係の中

から尊敬と信頼が生まれて来るのであります。 

 われわれ弁理士、ひいては、日本弁理士会の政策

もこのような profession たる職業を実行し、その結

果として、世の中から尊敬と信頼をもって報いられ

るものでありたいと思います。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 叙 勲 者  

  (春)  吉原 省三、鵜沼 辰之 

      大塚 文昭、林  鉐三 

      樋口榮四郎、野田 明正 

 

 

褒章受章者  

  (春)  笹島富二雄、井上 義雄 

      久保  司、波多野 久 

      増田 竹夫 

 

 

 

平成 16 年度叙勲褒章受章者  
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旅 行 会 報 告 

 

 

     旅 行 会 報 告 

旅行会担当幹事 高 橋 英 樹 

［箱根湯本］ 

 平成16年７月10(土）、11(日）の両日にかけて、恒

例の日弁旅行会が開催されました。今年は、能力担

保研修受講後に旅行会に参加される方の便宜のため、

東京からのアクセスを重視して、箱根湯本駅からほ

ど近い吉池旅館で開催です。 

 他の日弁年中行事との関係で、例年通り梅雨時で

あり、天候が心配されましたが、時折小雨が降る程

度で、概ね天候には恵まれたと言えるでしょう。本

年度は、西日本弁理士クラブおよび弁理士連合クラ

ブからの参加者を含め、総勢89名の先生方がご参加

下さいました。 

 

〔講演会〕 

 昨年度に引き続き、本年度も講演会を企画しまし

た。能力担保研修に関する関心が高いことから、講

師に窪田英一郎弁護士を迎え、『能力担保 受かる答

案、受からない答案』と題して、受かる答案を作成

するためのツボにつきご講義を頂きました。都合に

より旅行会に参加できないにも関わらず、研修会の

ためだけにご来場される先生が散見されるなど、関

心の高さが伺えました。参加者には有益な研修会で

あったものと思います。 

 

〔宴会〕 

 広々とした大浴場で気持ちよく汗を流した後、大

広間にお集まり頂き、恒例の集合写真撮影会です。

入浴直後の多人数が身を寄り添って集まるので、暑

い暑い！ 風呂上がりの甲斐なく汗だくになった後、

林幹事の司会で、いよいよ宴会の始まりです。 

 本年度は、能力担保研修に参加された先生が宴会

に参加できるよう、例年より遅い19：00スタートで

す。筒井幹事長の挨拶、木下弁理士会会長の挨拶に

続き、佐藤弁理士会総括副会長を始めとする各副会

長の先生方から自己紹介を頂きました。次いで、福

岡西日本弁理士クラブ幹事長のご挨拶、磯野弁理士

連合クラブ幹事長のご挨拶を順次頂きました。その

後、日弁各会派からの出席者が起立形式で紹介され、

浅村日本弁理士クラブ相談役による乾杯の後、歓談

タイムの始まりです。 

 食卓に並んだ山海の幸に舌鼓を打ち、コンパニオ

ンさんのお酌で喉を潤します。次第にあちらこちら

に歓談の輪ができ、賑やかさが増してきます。こう

なると、普段は見られない光景や下らないジョーク

があちらこちらから飛び出し、近寄り難いと思って

いた大先生が以外に気さくだったりすることが判り

ます。 

 その後、伊丹副幹事長による中締め、奥山副幹事

長による閉会の辞を経て、エンドレスの様相を呈し

ていた宴会は、無事に終了致しました。 

〔二次会、その後・・〕 

 二次会は、大広間の階下に位置する第２小広間で

行われました。例年より遅い二次会であるにも関わ

らず、予定した40名を上回る多数の先生方にご参加

頂けました。翌日にゴルフを控えた先生方を大勢含

みつつ、旅館側から二次会の閉会を催促されるまで、

再びエンドレス状態での歓談が続きました。 

 二次会終了後は、ラーメンを探しに行くグループ、

コンパニオンを引き連れて更に飲みに出るグループ、

麻雀・囲碁を始めるグループなど、三々五々宴会の

余韻を楽しまれていたようです。しばらくして深夜

の大浴場に足を運ぶと、その後の裏話が聞けたりも

するようです。 

 翌日は、好天に恵まれ、爽やかな１日でした。私

自身は、体全体からアルコールの臭気が抜けず、さ

ほど爽やかな１日でなかったことをお伝えして、本

年度の旅行会報告とさせて頂きます。 

以 上 
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日弁ゴルフ大会報告 

担当幹事 伊 丹   勝 

 今年度も、日弁旅行会の第２日目の行事として

恒例の日弁ゴルフ大会が、弁理士連合クラブ及び

西日本弁理士クラブからの先生方も参加頂いて、

下記の要領で行われました。 

場所 小田原湯本カントリークラブ 

日時 2004 年７月 11 日（日） 

   ９時 52 分 アウト／イン同時スタート 

         ５組／５組 

 今年は、総勢 38 名の参加を得て盛大に行うこと

ができました。例年よりもスタート時間が遅かっ

たことや、会場が旅館からほど近い場所であった

ことなどもあり、前日遅くまで夜更かしをされた

先生方も多かったようです。 

 当日は、朝のうち晴れ間が広がっていたのです

が、午後から突然激しい雷雨に見舞われ、落雷の

危険があるためプレーが一時中断しました。途中

の小さな退避小屋で、雷がおさまるまで待機を余

儀なくされ、雷の激しさにこのまま中止になって

しまうのかと心配しました。しかし、一時間ほど

で雷雲が通り過ぎて天候が回復し、なんとか中止

とならずに最後まで開催できました。 

 結果は、以下の通りです。今年度は、小池寛治

先生がグロス82、ネット72.5で優勝されました。

準優勝は伊藤英彦先生、３位は中島三千夫先生で

した。特に、インコースでは、小池先生と中島先

生のお二人だけが、30 台というすばらしい成績で

回られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本弁理士クラブゴルフ大会 順位表 平成16年７月11日(日) 於：小田原湯本カントリークラブ 

順位 氏   名 GROSS HDCP NET 順位 氏   名 GROSS HDCP NET 
優勝 小 池 寛 治 82 9.5 72.5 20 一 色 健 輔 100 23.7 76.3 

準優勝 伊 藤 英 彦 99 26  73 21 松 川 克 明 100 23.7 76.3 

3 中 島 三千雄 85 11.8 73.2 22 佐 藤 辰 彦 86 9.5 76.5 

4 筒 井 大 和 113 39.1 73.9 23 江 藤 聡 明 90 13 77 

5 須 藤 雄 一 92 17.8 74.2 24 福 田 賢 三 108 29.6 78.4 

6 八 木 秀 人 89 14.2 74.8 25 小 西   恵 108 29.6 78.4 

7 丸 島 儀 一 89 14.2 74.8 26 河 野   哲 93 14.2 78.8 

8 村 上 友 一 89 14.2 74.8 27 宮 崎 元 成 107 27.2 79.8 

9 波多野   久 102 27.2 74.8 28 畑 中 芳 実 98 17.8 80.2 

10 河 宮   治 88 13 75 29 福 岡 正 明 111 30.8 80.2 

11 石 橋 良 規 92 16.6 75.4 30 吉 岡 宏 嗣 110 29.6 80.4 

12 高 橋 俊 一 85 9.5 75.5 31 八 田 幹 雄 115 34.3 80.7 

13 井 上 春 季 115 39.1 75.9 32 古 関   宏 101 20.1 80.9 

14 永 井 義 久 89 13 76 33 杉 本 ゆみ子 127 45 82 

15 福 田 伸 一 102 26 76 34 谷   義 一 116 33.1 82.9 

16 和 田 成 則 95 18.9 76.1 35 須 山 佐 一 120 36.7 83.3 

17 黒 田   壽 94 17.8 76.2 36 平 山   淳 125 37.9 87.1 

18 石 田 喜 樹 87 10.7 76.3 37 伊 丹   勝 131 41.4 89.6 

19 香 山 秀 幸 87 10.7 76.3 38 貝 塚 亮 平 132 40.2 91.8 

スタート前の記念撮影 今年度優勝の小池先生 



 

 


